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nを正の整数とし，多項式 P (n) = n4 + 2と Q(n) = n2 + 2の最大公約数を G(n)

とする．一般に，正の整数 a, bについて，aを bで割ったときの余りを rとすると，

aと bの最大公約数は，bと rの最大公約数に等しくなる．等式

P (n) = Q(n)(n2 − 2) + 6

が成り立つことに注意して，G(n)を求めよ． (25 東京海洋大 生命・資源 5)

【答】 G(n) =


2 (nを 6で割った余りが 0のとき)

3 (nを 6で割った余りが 1, 5のとき)

6 (nを 6で割った余りが 2, 4のとき)

1 (nを 6で割った余りが 3のとき)

【解答】

「正の整数 a, bについて，aを bで割ったときの余りを rとすると，aと bの最大公約
数は，bと r の最大公約数に等しくなる．」 …… (∗)

nは正の整数，P (n) = n4 + 2と Q(n) = n2 + 2に対して

P (n) = (n4 − 4) + 6

= Q(n)(n2 − 2) + 6

が成り立つから，P (n)と Q(n)の最大公約数 G(n)は，(∗)により Q(n)と 6の最大公約数に
等しい．

n = 1のとき，P (1) = 3, Q(1) = 3であるから G(1) = 3である．
n ≧ 2のとき，P (n) ≧ 18, Q(n) ≧ 6であり，P (n)と Q(n)の最大公約数は Q(n)と 6の

最大公約数を調べればよい．
正の整数N を 6で割った余り r (0 ≦ r ≦ 5)をN ≡ rと表すことにすると，n, Q(n), G(n)

を 6で割った余りは下表となる．

n ≡ r 0 1 2 3 4 5

Q(n) 2 3 6 ≡ 0 11 ≡ 5 18 ≡ 0 27 ≡ 3

G(n) 2 3 6 1 6 3

よって，n = 1のときもあわせて

G(n) =


2 (n ≡ 0のとき)

3 (n ≡ 1, 5のとき)

6 (n ≡ 2, 4のとき)

1 (n ≡ 3のとき)

……（答）

である．


